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会 社 名 富士機工株式会社 

代表者名 代表取締役社長 久田 修義 

（コード番号 ７２６０ 東証第一部） 

問合せ先 コラム事業本部 

  常務執行役員事業企画部長 北川 忠明 

（ＴＥＬ ０５３－５９４－２５６４） 

 

子会社に関する訴訟の和解解決についてのお知らせ 

 

 平成２５年１０月３１日付適時開示「子会社に関する特別損失の計上に関するお知らせ」でお

知らせした訴訟につき、和解が成立し、平成２６年７月１８日付けで訴訟の取り下げに至りまし

たので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．子会社の概要 

（１）名       称  ダグラス・オートテック・コーポレーション（以下、会社） 

（２）所   在   地  米国ミシガン州ブロンソン 

（３）代表者の役職・氏名  President  Matt Hauret 

（４）事 業 内 容  ステアリングコラム事業、パワートレイン事業 

（５）資   本   金  ６１百万米ドル 

 

２．労使紛争の開始から和解に至るまでの経緯 

平成２０年５月、労働協約交渉が合意に至らず、労働組合（International Union, United 

Automobile, Aerospace and Agricultural Implement workers of America、以下、UAW）が

ストライキに入り、会社はロックアウトで対応しました。UAW は、対抗処置として、本件を

National Labor Relations Board（連邦労働関係委員会、以下、NLRB）に提訴致しました。 

その後、NLRB が提示した行政裁定に対し、会社、UAW ともにこれを不服として、連邦裁判

所（ワシントン DC）に提訴するに至りました。この度、和解条件の合意に至り、会社、UAW

とも、連邦裁判所への提訴を取り下げました。また、NLRB もこの和解条件を認め、提訴の取

り下げに同意しました。 

 

３．和解の相手方の概要 

（１）名       称  ＵＡＷ  

（２）所   在   地  米国ミシガン州デトロイト 

（３）代表者の役職・氏名  President  Dennis Williams 

 

４．和解の内容 

会社が UAW に８百万米ドルの和解金支払を行い、会社、UAW とも、連邦裁判所への提訴を

取り下げました。 

 

５．今後の見通し 

本件和解金については、前期（平成 26 年３月期）において計上済ですので、当期の業績に

影響はございません。 

 

以上 



 

（参考）当期連結業績予想（平成２６年４月２５日公表分）および前期連結実績 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

当期連結業績予想 

(平成 27 年３月期) 
１０４，０００ ６，７００ ７，０００ ４，８００

前期連結実績 

(平成 26 年３月期) 
１０４，００３ ７，０５２ ７，５５４ ４，１４４

 


